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札幌保育連は16日午後、三越前で国や自治体に保育制

度の改悪反対・子育て支援を求める署名行動と、子育て

ウォーキング（パレード）を行いました。

行動には市内の11園から保育労働者と父母ら100人以

上、子どもも40人以上が参加しました。高校生たちが署

名をしてくれたり、黄色の風車やプラカードを持ってパ

レードをしていると、沿道から多くの人が手を振ってくれ

たり、注目を集めました。

署名は1時間余で947筆集まりました。初めて行動に参

加した母親は、「自分が参加することで周りの人にアピー

ルできて良かった」と話していました。

「子育て新システム」で保育の営利化市場化を促進
自民党時代から進められている保育の改悪は、民主党政

権になっても促進されています。「地域主権改革」では保

育が改悪の先頭に立たされ、保育の国による最低基準が取

り払われようとしています。また、「保育の介護保険化」

で、保育必要度の認定や、事業所との直接契約、民間企業

への大開放も行われようとしており、子どもたちが儲けの

対象にされようとしています。

生存権裁判を支援する北海道の会4回総会が、16日午後白

石区内で開催され、会員や支援者50人が参加しました。

裁判とたたかいの力で今年母子加算の復活を勝ち取り、今

年は全国の運動に連帯して、生活保護老齢加算を復活させよ

うと、総会では3人の高齢者が自分の体験を語りました。

◆白石区のAさんは、かつて1万8千円ほどあった加算がなく

なり、夫婦2人で月約11万円での生活です。特に食費が大変

で、高いものは買えず節約しながらの暮らしです。知人が亡

くなることも多くなりましたが、香典も出せず、人間として

恥ずかしい、と語りました。

◆西区のHさんは、低い年金で入院して保護を受けるように

なったこと、室蘭で親戚が亡くなった時に葬儀に行くお金が

なく、苦労したことを話しました。

老齢加算復活に全力で取り組もう
支援する会三浦事務局長(道生連会長)は、「朝日訴訟」の意

義が強調され、福岡高裁で勝利判決が出たこの時期に、老齢

加算復活に向けて大いに奮闘しようと方針を提起しました。

開会あいさつで青木 紀代表(北大名誉教授)

は、「社会的な行事に参加するにはお金がか

かる、お金がなく参加できない人のことを考

えなければならない。つながり、絆を言うだ

けではなくお金の話が大事ではないか。その

ことを言う意識的な人が必要で、続けること

が大事」と述べました。


